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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、可溶性グアニル酸シクラーゼ（sGC）のβサブユニットをコードしており、GTP（グアノシン三リン酸）からcGMP（環状グアノシン一リン酸）への変換を触媒します。コードされているタンパク質は、一酸化窒素、酸素、ニトロ系血管拡張薬などのリガンドに対する受容体として機能するHNOXドメインを含みます。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2014年5月],触媒活性：GTP = 3',5'-サイクリックGMP + 二リン酸​​。,補因子：ヘテロ二量体あたり1つまたは2つのヘム基に結合する。,酵素調節：マグネシウムまたはマンガンイオンの存在下で一酸化窒素によって活性化される。,その他：グアニル酸シクラーゼには、可溶性型と膜結合受容体型の2種類がある。,類似性：アデニル酸シクラーゼクラス4/グアニル酸シクラーゼファミリーに属する。,類似性：1つのグアニル酸シクラーゼドメインを含む。,サブユニット：アルファ鎖とベータ鎖のヘテロ二量体。,
	研究分野
	プリン代謝;血管平滑筋収縮;ギャップ結合;長期抑制;
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	グアニル酸シクラーゼβ抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	グアニル酸シクラーゼβ抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GCS-β-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

